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統
一
標
語

 『
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 習

慣
に
』

洞
爺
湖
消
防
団

秋
季
消
防
演
習
を
実
施

秋
の
火
災
予
防
運
動

を
実
施

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

　
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
の
17

　
日
間
、
全
道
一
斉
に
秋
の
火

災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

洞
爺
湖
町
内
に
お
い
て
も
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
旗
振
り

や
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防

火
夜
回
り
を
行
い
、
火
災
予
防
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月

16
日
に
は
洞
爺
地
区
で
、
関
係
機

関
か
ら
約
1
0
0
名
が
集
ま
り
、

洞
爺
湖
消
防
団
（
団
長
　
寺
島

勉
）
は
、
10
月
13
日
（
金
）
14
時

か
ら
「
香
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
秋
季
消
防
演
習

北
海
道
消
防
協
会
か
ら
は
消
太
君

３
号
も
駆
け
付
け
防
火
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
始
式
で
は

と
う
や
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

鼓
笛
隊
に
よ
る
防
火
宣
言
を
行

い
、
洞
爺
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
元
気
な
火
の
用
心
の
歌

で
防
火
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

を
実
施
し
ま
し
た
。

演
習
で
は
、「
香
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
火
し
、
現

在
延
焼
中
。」
と
の
想
定
で
消
防

車
が
出
動
し
、
消
防
職
団
員
が
連

携
を
と
っ
た
消
火
活
動
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
来
賓
の
方
々
か
ら

日
頃
の
消
防
活
動
に
対
す
る
慰
労

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
無
事
に

演
習
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　平成 28年度西胆振消防組合決算概要をお知らせします。
　歳入では、歳入グラフのとおり自主財源の消防負担金が最も大きく、構成４
市町の規模（人口割、財政割）及び均等割により負担率が決められています。
　歳出では、歳出グラフのとおり給与費と消防費（主に消防本部、消防署（支署）
の活動経費）が最も大きく、平成 28 年度は豊浦消防ポンプ自動車、壮瞥事務
連絡車、伊達ミニホイルローダーの整備に充てられました。

西胆振消防組合平成 28 年度決算概要

■詳　細　西胆振行政事務組合消防本部総務課（☎ 21-5000）

歳　入 1,411,280
１．消防負担金 1,313,161
（内訳）伊 達 市 623,971

洞爺湖町 299,972
豊 浦 町 221,715
壮 瞥 町 167,503

２．使用料及び手数料 293
３．道支出金 14,107
４．財産収入 1,315
５．繰入金 14,523
６．繰越金 56,493
７．諸収入 11,388

歳　出 1,340,810
１．議会費 1,934
２．監査委員費 108
３．消防費 297,829
４．給与費 1,006,797
５．公債費 34,142

単位：千円

諸収入

繰越金

繰入金

財産収入

道支出金

使用料及び手数料

消防負担金

公債費

給与費

消防費

監査管理費

議会費

洞爺地区での防火パレード

火の用心の歌を歌う
洞爺保育所幼年消防クラブの園児たち

消火活動訓練を行う消防団員たち

歳入合計
14億 1128万円

歳出合計
13億 4081万円

消防負担金
93.05％

使用料及び
手数料
0.02％

道支出金
1.00％

財産収入
0.09％

繰入金
1.03％

繰越金
4.00％ 諸収入

0.81％

議会費
0.14％

監査委員費
0.01％

消防費
22.21％

給与費
75.09％

公債費
2.55％
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